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英語と日本語の音声対照研究
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2012年4月から2013年3月まで、アメリカのオレゴン州立大学で1年間の海外研究をし、オレ

ゴン州立大学を中心に、ポートランド州立大学、オレゴン大学などを訪問し、これらの大学での授

業見学などを通して、アメリカの日本語学習者における日本語の音声・発音（以下、音声全体に関

している時は「音声」という用語を用いるが、個別的な音について言う時は「発音」という用語を

用いる）問題を調べた。この報告はその研究の一部である。

音声問題に関しては大体、母音、子音、アクセント、イントネーションなどが含まれる。この報

告では前置きとして英日両言語の音声的特徴と両言語の音節について述べる。ここで言う英語と日

本語に関しては、英語はアメリカ英語で、日本語は日本の標準語を指す。そして、この研究プロジェ

クトは中国語・日本語・英語の3言語の対照比較を目標としているので、論述段階では、必要に応

じて中国語との比較も入れている。

1．英語と日本語の音声的特徴

ここでいう両言語の音声的特徴は音声に関する全部の特徴のことではなく、主に語学学習上で関

係する一部の特徴に限定して両言語の音の強さ、高さそして長さについて述べる。言語の音の強さ、

高さそして長さなどについては、専門的な音声学教科書では取り上げられている問題だが、一般的

な語学教育の段階では、真正面から取り組む教科書はそれほど見ないのである。

1－1音の強さ

音の強さは発音する際、肺から発せられる呼気の強さのことを言う。日本語と英語と中国語の3

言語を取り上げて説明する場合、日本語が最も省力的で、英語はその中間に位置し、中国語は最も

呼気の強い言語で、中国語を話すときは最も疲れやすい。これらの問題に関しては母音と子音のと

ころでもう一度言及する。

英語と日本語はともに有声音と無声音の対立である。発音するとき、中国語ほど呼気を使わない。
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しかし日本語は英語と比べてみると、まず唇歯音(f、v)がない、舌歯音などの摩擦音も少な

い（9，6などがない)。摩擦音を発音するとき、それなりの力を必要とするが、摩擦音の少ない

日本語はあまり力を必要としない。それから、呼気の強さは主に子音によって決まるが、日本語に

は複合子音はなく、更に、日本語の音節の構造から、音節を構成する子音の数が少ない。そのため

発音するとき子音の出る割合も少なくなる。それだけ使う呼気が少なくなる。主に有声子音と無声

子音をペアとする、複合子音がない、音節を構成する子音の数が少ない日本語は最も呼気を使わな

い言語として、一番省力的な言語なのである。

それから英語は強弱声調で、日本語は高低声調である。これに関しては、英語は音の強さに関係

しており、日本語は音の高さに関係する。これによって、いろいろな音声・発音問題が起こってく

る。音の高さのところでもう一度取り上げることにする。

英語〉□〉－最初の段階．やや強、中間やや強、最後．やや弱例:bar、park

日本語く□〉－最初の段階・弱、中間やや強、最後・弱例：バーba、パーpa

1－2音の高さ

音声教育の最初の段階では、音の高さはほとんど無視されている。老若男女の発音はそれぞれ高

さが違うはずなのだが、ある言語の全体的な発音を言う際、触れる必要がないと考えられているか

もしれないが、本論はその必要が十分にあると考える。

発音の声調やアクセントからいえば、英語は強弱言語、日本語は高低言語といわれている。それ

で、英語に関して言えば発音の強弱が問題で、対して日本語は高低が問題である。強弱は振動の波

形の幅の問題であり、高低は振動の周波数の問題であるから、それら物理的な問題は別にして、発

音教育の段階では強弱の問題も実は高低の問題にかかわるので、留意しなければならない。

アクセントの問題に関してはのちほど詳しく言及するが、ここではただ、日本語は発音のやや低

い言語であることを言っておく。

Thisisapen.(5111151)

これはペンです。(2333100)

ここでは、算用数字で音の高さを表している')。英語の場合は、5段表記で一番高い発音は5に

なるが、比べてみれば、日本語の場合は、5段表記で最初は2で、4番目の「ペ」は一番高いかも

しれないが、その前の「は」と同じ高さと考えてもいい。最後の2つの0は「です」の発音で、l

よりも低くなっている。普段の発音でも分かるが、英語は結構高いトーンで発音されている。

l)ここで示す算用数字12345は、音符のドレミファソに置き換えて考えてもいい。言うまでもないが、言語音

は、相対的な高さで、絶対的な高さではない。
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英語と日本語の音声対照研究

日本語の音の高さを言う際、日本語のアクセントのことを言わなければならない。日本語のアク

セントパターンには、非常に面白い現象がある。日本語教師の多くはそれを知っているだろうが、

強調が足りないようである。それは、最初の音節（モーラ）と2番目の音節は必ず違うということ

である。しかも、最初の音節が高ければ2番目の音節は必ず低く、そして、最初の音節が低ければ、

2番目の音節は必ず高い。これを最初から学生の頭の中に叩き込ませることが大切であろう。そし

て、日本語は基本的に2音節の場合、2つのアクセントパターンしかない。

結構学習時間の長いアメリカの学生でも、「これは」「あれは」の最初の発音を高く発音している。

これは英語のアクセントパターンによる影響である。ここの問題で言えば、言うまでもないが、そ

れは実際は強く言っているのである。これはアクセントの問題ともかかわるが、まずここでいう音

の高さの問題と考えたい。

1－3音の長さ

音の長さの問題は英日両言語に共通するところである。ただし、英語の長音は必ずしも短音に対

しているのではない。1つは、強いストレスのかかった音節では、いわゆる短音も少し長く聞こえ

るのが普通である。もう1つは、英語の場合、長い音と短い音の発音自身がいくらか違いがあると

いうことである。つまり、英語の場合、長音というのは必ずしも日本語のようにただ短音を2倍ほ

ど長く伸ばせばできるというわけではない。

実際、とても簡単な「いいです」に関しても、上手に発音できない米国人学生が結構いる。

英語と日本語、ほかの言語もそうであろうが、音の強さ、高さ、長さの各面で深くかかわってい

る。強さは高さと関係しているし、そして長さとも関係しているので、英語と日本語を対照研究す

る場合、英語と中国語の問題よりも少し複雑になっているように思われる（主に長さの問題)2)。

2．英語と日本語の音節

音節の定義は、どの言語に関してもいろいろと問題はあるが、英語と日本語の音節も中身が大分

違う。まず英語と日本語の音節のパターンを挙げておく。

英語の音節

l)V:a,1,eye,awe,oh

2)CV:tea,my,boy,low,saw,poor

3)CCV:play,cry,sky,stay,blow

4)CCCV:straw,spray,screw,stray

2）参考文献SanyiXu[2013.12]を参照されたい。
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5)VC:eat,up,it,all,ought,art,ale

6)VCC:ask,ax,eighth,apt,passed

7)VCCC:uncle,asks,elms,eighths,ants,essence

8)VCCCC:uncles

9)CVC:bed,dead,teach,cut,race,walk

10)CCVC:school,bright,small,drill,glass

11)CCCVC:spring,straight,splash,split

12)CVCC:test,books,must,beast,cold,milk

13)CVCCC:text,sixth,temple,humble,single,next

14)CVCCCC:tempts,temples,thousandths,sixths

15)CCVCC:brink,blank,stamp,clinch

16)CCCVCC:script,strange,sprint

17)CCVCCC:prompt,crisped,drenched,glimpse

18)CCCVCCC:strength

19)CCCVCCCC:scrambled,strengths

（藤井健三[1986.1.10]p.80～81)

日本語の音節

1)V:オ(o)

2)VR:オー(o:)

3)VC:オン(on)

4)CV:ソ(so)

5)CVR:ゾー(so:)

6)CVC:ソン(son)

7)CSV:シヨ(syo)

8)CSVR:シヨー(syo:)

9)CSVC:シヨン(syon)

10)CVRCスプーン(pu:n)

ここの日本語の音節パターンに関しては、中国語と］ここの日本語の音節パターンに関しては、中国語と英語の音節構造を参考に筆者が考えたもので

ある。英語は長音と短音の区別なく母音(V)と子音(C)の組み合わせだけが挙げられており、

子音に関しても、特に半母音（半子音S)と母音とも区別せず、半母音が子音の中に入れられて

いる。日本語に関しては、子音と半母音(S)そして母音とからなっている。そして、長音(R)

と短音を区別して挙げた。
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英語と日本語の音声対照研究

英語には開音節と閉音節がある。違う音節における母音の発音が違う。日本語には形の上から開

音節と閉音節があるが、実際、開音節と閉音節に分けることには意味がないと考えられる。

英語と日本語、ともに短音節と長音節がある。用語自身は似ているところがあるが、発音上結構

違うところがある。1つは英語の短音は強勢アクセントの場合、必ずしも短く発音していないこと。

もう1つは英語の長音は短音に対し、少し長いことは事実であるが、実際発音するときの音声器官

の形なども違うことである。それに対して、日本語の短音節と長音節は、短音節の1拍に対して、

長音節は必ず2拍の長さを保つことが原則である。

日本語の長音節は3つのパターンがある。いわゆる長音を持った長音節、そして促音節、溌音節

の3つである。これらは英語を母語とする学習者にとってもややこしい。

長音節一英語との違いから、長さが足りないのが問題。

促音節一英語にない現象なので、長さが足りないのと調音点の緊張が足りないという2つの問

題がある。

溌音節一日本語の溌音は必ず前の母音の後ろに付いているが、英語の場合はリエゾン(liaison)

の関係もあってnやngなどは後ろの母音とかかわりを持つことが多く、日本語と違

う。

スプーン、パターンのような語は3モーラの長さを持っている。

3．英語と日本語の母音

3－1母音図

英語と日本語の母音について言う際、英語の母音は、数的に多く、全体的に口の開閉の幅が広く、

唇にかかる力も強く、話すときに口の開閉も変化が激しく、全体的に力強く発音する。それに対し

て、日本語の母音は数が少なく、全体的に口の開閉の幅が狭く、わりと単純で、英語話者にとって

はそれほど問題がないと考えてもいいかもしれない。

まず英語と日本語の単母音表を挙げておく。

表1英語と日本語の単母音
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日本語の母音はとても単純なように見える。実際もそうであるが、それでも、英語話者の中で問

題になっている発音がある。

1つ1つの母音は、英語話者にはそれほど問題ではない。英語話者の日本語の母音の発音の問題

点は、基本的には、日本語の母音の英語化である。

（1）短母音の長音化。これは英語の強勢アクセントの影響である。つまり英語の強勢アクセント

なら短母音も少し長く聞こえるので、日本語を発音する際、強勢アクセントで発音すると、長音に

聞こえる。たとえば、「これは」の中の「こ」は本来強勢アクセントではないが、英語話者は強勢

アクセントとして発音することが多い。それでこの「こ」は長く発音されてしまうのである。

（2）長音の短音化。つまり日本語の長音の発音の長さが足りない。たとえば、「いいですか」の

中の「いい｣。これは日本語の「いい」は、元々高低というアクセントが入っていることから、英

語話者は英語の強勢アクセントで発音する傾向がある。強勢アクセントはすこし強く聞こえるが、

本物の長音ではないので、結局長さが足りないことになる。

（3）非強勢アクセントの音節中の母音の英語化。例えば、「学生」[gakmsei]の中の「ga｣、こ

このaを[e]のように発音する。

（4）「ウ」の発音の円唇化。「ウチ」などの「ウ」を[u]に発音する。

（5）長音の二重母音化。これは後でも触れるが、たとえば、典型的な英語の「東京」の発音

tokyo[tookioo]3)のように、2つのoを全部二重母音のように発音している。しいて言えば[ioc]

は3つの母音と言ってもいいかもしれない。

3－2英語と日本語の二重母音

日本語と英語の音節表では日本語の場合、半母音を取り上げているが、二重母音は取り上げられ

ていない。これに対して、英語の場合は半母音も二重母音も取り上げられていない。しかし、英語

には二重母音が存するが、日本語には厳密な意味での二重母音は存在しない。日本語にあるのは母

音の連続だけである。中国語の二重母音4)を考盧に入れて、英語と日本語のjとWも母音の視野

に入れて、それらの組み合わせも二重母音とみなして、日本語と英語の二重母音表を挙げておく

(表2）。

基本的には、英語には二重母音があるが、日本語には、普通二重母音があるとは認められない。

日本語の場合は、2つの母音の連続である。ただし、上述のように、英語話者は日本語の長音を二

重母音的に発音したり、日本語の母音の連続を二重母音的に発音したりするのが問題である。

3）ここのtokyoのIPA表記はOX/i)JtJM)庇γ"E"g/紬-E"g/杣Dic"o"α〃によるものである。

4）中国語の二重母音表は付表l、中国語の二重母音表を参照されたい。
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英語と日本語の音声対照研究

表2を詳しく見ればいくつもの問題を発見できる。たとえば、日本語には[mi](ウイ)、[iuI]

(イウ）のような発音があるが、英語にはない。英語話者にはこれらの日本語の発音をよく半母音

の組み合わせの[wi]や[ju]のように発音する。それから、たとえば[ea](エア）は英語に対

応する発音がないから、[8e]で対応したり、[oa](オア：ドア）も英語に対応する発音がないから、

英語の[r]のついた発音で対応したり、適当に当てはめて[oe]みたいな発音で対応したりする。

此の表を詳しく見れば、英語話者の問題点を大体見つけられる。ここではただ以下の例をみること

にとどめる。以下の例は、「トウキョウ」は日本語の長音が二重母音の発音になっており、「愛」の

発音は母音の連続であるが、二重母音ふうに発音される。

トウキョウ[to:Uo:]→[to6kioo]

愛[ai]→[a']

表2英語と日本語の二重母音

3－3母音の無声化

日本語の母音の無声化は、語頭や語尾、そして文末の母音無声化を含め、英語話者にとって

ちょっと問題になる発音である。たとえば、よく使われる言葉の「好き」[s,uki]のmはほとんど

無声化しているが､英語話者はこれを普通の母音[u]として強く唇を丸めて発音する傾向である。

4．英語と日本語の子音

英語と日本語はともに有声子音と無声子音の対比となっている。そして英語のほうは日本語よ

り、子音の数が多い。日本語にない子音もいくつかある。日本人が英語を勉強する際、多くの子音

の発音に手を焼いているが、英語話者が日本語の子音を習う際、似て非なるいくつかの子音に注意

する必要がある。次に、英語の子音（表3）と日本語の子音（表4）を挙げておく。

5）ここの「前響(cIosing)」「後響(opening)」は中国語の二重母音の用語に習った。
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表3英語の子音（中国語の子音表に倣って)6）

注：英語の子音は多重構造がある。ここでは音頭子音をのみ挙げている。dr、trのような二重子音、strのような

三重子音や、そして音頭には来ないが、mplsのような四重子音などはこの表に入れていない。

表4日本語の子音（仮名、子音のローマ字に国際音声字母）

4－1歯茎音

日本語のダ行、夕行のダと夕の子音、[d]と[t]・英語と日本語はIPA(国際音声字母）を用

いて表記した際同じ表記の歯茎音となっている。しかし、実際、両言語に違いがある。日本語は

中国語と同様に、歯茎音よりも、調音点のやや下がる歯背音・前歯の裏側に舌の前部を当てて発音

する。それに対して、英語は歯茎のやや上、硬口蓋に近いところに調音点を持っている。少なから

6）付表2の中国語の子音を参照されたい。

7）英語の[ts]は普通、音頭子音としてはあまり用いられない。外来語としてのtsetseflyの発音があるぐらい

だろう。
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破裂音

有声 無声

破擦音

有声 無声

摩擦音

有声 無声

鼻音

有声

側面接近音

有声

両唇 b[b] p[p] I、[m]

唇歯音 V [v] f[O

舌歯音 th[6] th[e]

歯茎音 d[d] t[t] 、 [n] l[1]

歯音 z[dz] ts[ts]
7）

S[s]

歯茎硬口蓋音 』[d3] ch[tJ] Z[5］ sh[1] 、 b']

巻舌音 r[r]

軟口蓋音 g[g] k[k] [り］

声門音 h[h]

破裂音

有声 無声

破擦音

有声
圭
屈

鉦
へ

摩擦音

有声 無声

鼻音

有声

弾き音

有声

両唇 （b[b] パp[p] フF[q マm[m]

歯茎音 ダd[d] "t[t] ナn[n]
ー

フr[r]

歯音 ザz[dz] ツts[ts] サs[s]

歯茎硬口蓋音 ジj[dz] チch[tG] シsh[G]
ー

－， b']

硬口蓋音 上h[9]

軟口蓋音 ガg[g] jJk[k] 力

g[U]

声門音 ハh[h]
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ぬ英語話者のtは[tJ]に聞こえ、dは[d5]に聞こえる。

4－2歯音

日本語のザ行のザと夕行のツの子音、[dz]と[ts]・日本語では違った行にあるが、音声学的に

は同じ歯音である。これも歯茎音と同様、英語の舌の位置がやや上にあることから、実際に英語話

者の[dz]と[ts]はより[d5]と[tI]のように聞こえる。

4－3歯茎硬口蓋音

日本語のザ行のジと夕行のチの子音、そしてサ行のシの子音、[dz]、[tG]、[G]・国際音声字母

を使って表記する際、これまでこの3者は往々にして、[d5]、[tl]、[J]と表記されていた。しか

し、このように表記すると、舌の位置はやや上の硬口蓋に近いところになってしまう。近年来、新

しい表記が用いられるようになり、英語話者の問題点もよりスムースに解決できそうである。

今までの研究の中で、たとえば日本語のジの発音は英語の[d5]と同じで、「ジョウジ・情事」

の発音は英語のGeorge[d5o:d5]とほとんど同じであると言っている8)が、子音における舌の調

音点を間違えているのではないか。

4－1，4－2，4－3を通して言えることは、[d]、[dz]、[dz]などは、日本語は中国語と

同じで、中国語のこれらの発音は有声子音こそではないが、調音点は日本語と同じということであ

る。これらの音は発音するとき、舌の先を下の歯の裏（歯背）につけたまま発音している。これら

の発音に対する、英語の歯茎音を始めとする一連の発音はすべて上の前歯の歯茎、または硬口蓋の

ところに調音点を持つので、根本的に違う。こういったところをきちんと把握しなければならない。

4－4日本語の弾き音

日本語の弾き音[r]は、英語話者にとってちょっと難しい発音である。側面音としての英語

の[l]は、舌のつけ方が強すぎる。しかし、多くの学生は日本語の表記に惑わされて大体英語

の[r]で発音している。

4－5硬口蓋摩擦音

日本語のハ行の上の子音［？］、これまでこの発音は[hi]と表記することが多かった。英語の

調音点はより奥にあるが、日本語の場合は、硬口蓋にあるので、英語よりずっと前よりである。

8）藤井健三.[1986.1.10]p.11を参照されたい。

－63－



4－6擬音と促 音

英語と日本語の音節のところで、これらについてはすでに言及している。日本語の溌音は仮名で

表記する時はただの「ん」だけであるが、実際の音韻環境ではいくつかの異音ができる。これは英

語話者にはそれほど難しいことではない。ただし、どのような場合でも、溌音は1拍、1モーラの

スペースを取っている。これは英語とも違うし、中国語とも違うところである。

英語話者の溌音は、全体的な問題はモーラの長さが足りないことである。1つは、英語の音尾子

音の、やngは、もともと伸ばして発音しない。もう1つは、連音（リエゾン）で音尾子音は後続

する音節の頭母音と結合して発音される。それで日本語の溌音を発音する際も、ほとんど伸ばさな

い。英語話者の溌音を矯正する際、1拍のスペースを取るように指導することが肝心である。

促音も日本語独自のものと思われる。中国語にも英語にもないものである。サ行音の場合、前の

音節を発音した後、子音のsや[G](シの子音）を1拍伸ばして次の母音を発音するが、そのほ

かの場合、前の音節を発音した後、1拍のポーズを取って次の音節を発音する。そしてこの場合、

1拍のポーズの間、調音点で緊張を保つことがポイントである。

英語話者の促音発音の問題は、長さが足りないのと調音点の緊張度が足りないという2つの問題

がある。しかも時々、英語話者は英語の強弱アクセントパターンで日本の促音と後続する音を発音

しようとする。たとえば「がつこう」の発音を「が」を強く言うだけですぐ後に「こう」を続けよ

うとする。しかし、聞く耳にはやはり「がこう」としか聞こえない。

5．英語と日本語の声調（アクセント・トーン）

英語は強弱アクセントで、日本語は高低アクセントである。日本語は単語アクセントまたはフ

レーズアクセントで、1つの単語あるいは1つのフレーズにアクセントは1つしかない。これは強

弱アクセントしかも単語ごとにアクセントが1つ以上ある英語との大きな違いである。

日本語のアクセントの特徴はまず、その最初の2つの音節（モーラ）の発音の高さが必ず違う

ということである。すなわち’音節目の発音が高ければ2音節目の発音は必ず低くなる、その代わ

り、1音節目の発音が低ければ2音節目は必ず高くなることである。これはもう1つのことも真実

であることを証明する。すなわち日本語のアクセントはいったん下がってしまえば、その単語なり

フレーズなり、その音節の数はいくつあっても、その下がったままのアクセントを続けていかなけ

ればならない。これらは単語内では強弱・強弱の連続のアクセントの英語と大きく違っている。英

語話者は、英語の強弱アクセントで日本語の単語ごとにまたは自分たちが理解している文成分ごと

にアクセントをつけて読んでいる。

わたしは、アメリカ人です。

多くの場合、英語の強弱声調は日本語の頭高型の発音に近いように聞こえる。

－64－



英語と日本語の音声対照研究

日本語：愛、英語:I

ただし、日本語はいったん高い音から低い音に変わると、その単語なりフレーズなりが終わるま

で低い音が続く。しかし、英語は強音の後、弱音があれば、その後にすぐまた強音（第2アクセン

ト）が来ることが多い。

お巡りさんが来ました。

英語話者の日本語声調の問題点は、日本語を単語ごとに、あるいは自分たちが考えている区切り

ごとに強弱の声調をつけて発音していることにある。

ここで挙げている「わたしは、アメリカ人です｡」と「お巡りさんが来ました｡」は後で述べる

プロゾディーとも関係するが、ここでは、文成分、つまり単語なりフレーズなりのレベルで述べて

いる。

6．英語と日本語のイントネーション

言葉のイントネーションを教えるとき、大体平板、下降、上昇といういくつかのパターンに分析

することができる。多くの場合、日本語も英語も同じパターンである。ここでは上昇調についての

み述べることにする。

上昇調のイントネーションはおもに疑問文に用いられる。英語と日本語では、その上昇のパター

ンが違う。その全体的な問題に関しては別の機会に讓るが、ここでは2つのことについてのみ言及

する。

1つ、英語の上昇は文の最後の成分の強音の置くところに上昇のポイントがある。

AreyougoingtoPortland？／DoyougotoPortland？

この発音では、Portのところは高く強く、そしていったん下がって、landのところで軽く上がる。

それで次のような日本語を言う時にも英語のパターンになってしまう。

あなたはポートランドへ行きますか。

英語話者は日本語の最後の「行きますか」の「いき」を高く低く、そして「ます」も高く低く発

音し、最後の「か」をまた上昇させて発音する。

もう1つは、学生の普段の会話の中でも、教師が使う「guess」というストラテジーに関連して、

学生は単語ごとに上昇調を使って当てていく。そして、文（センテンス）を言う際にも、たとえば

次の文は、最初の主語も高く上昇し、そして文の最後の単語全体にもアクセントを置いてしまう。

あなたも／いく／？

ここで強調したいのは、日本語の上昇調は「く」にあるが、英語話者は「いく」の全体にアクセ

ントを置くことである。

中国語の上昇調は中国語の単音節声調のため、文末助詞がないとき、非常に微妙に感じられるの
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に対して、日本語の場合、わりとはっきりしている。文末助詞のない英語が、文末の単語にアクセ

ントを置くというストラテジーから日本語を話すときにもそれを使おうとするのが、負転移という

ことになる。

それから、英語は句と句の間で短いポーズを取る場合、上昇調を伴うことがよくある。日本語も、

強調の場合、文中でアクセントをつけることはあるが別の問題である。これも日本語のイントネー

ションの使用に影響を与えている。

次のような問題もあるだろう。

Hedrankthreecupsofwine.

彼はワインを3杯飲みました。

英語は恐らくwineにアクセントを置くが、日本語の場合「3杯」にアクセントを置く。こういっ

た問題についてはまた機会を改めて検討する。

文のプロミネンスは文のイントネーションに関係するが、それは音声の高低問題というよりも強

弱に関係するので、プロゾディーのところで取り上げたい。

7．英語と日本語のプロソディ－

ここでは英語と日本語のリズムとメロデイーの問題に簡単に触れる。

単語・フレーズごとに強弱声調のある英語はおのずと強弱のリズムを構成するとともに強弱のメ

ロディーも構成している。音節言語としての日本語はまず、音節のリズムを構成する。そして単語・

フレーズごとに高低声調を持つ日本語は高低のメロディーを持つ。

古池や蛙飛び込む水の音

英語話者は英語の強弱アクセントで日本語のリズムを読むことが問題である。

文のプロミネンスは強弱の問題にかかわる。しかし、それは英語の強弱声調とはまた違う次元に

あるものである。これは言語の共通する問題であろう。ここでは深く言及することをやめ、英語と

日本語のプロミネンスの違いのもっとも簡単な例を挙げておくことにする。

Whatisthis？これは何ですか？

Whatisthat？それは何ですか？

謝辞

アメリカでの1年間の研究で、日本語教育、日英音声研究に関しては、次の多くの先生方々の

お世話になった。オレゴン州立大学では、中島節子先生のご高配で、日本語Iのルーク・山口先

生、中島節子先生、日本語Ⅱの中村富美子先生の授業をそれぞれ聴講、ポートランド州立大学では、

PatriciaJ.Wetzel教授のご高配で、日本語Iの木稲枝美子助教授、西牧健太先生、Bond先生、日本

－66－



英語と日本語の音声対照研究

語Ⅱの渡辺素和子教授の授業をそれぞれ聴講、オレゴン大学では、出丸香先生と橋本玲子先生のご

高配で、日本語Iの橋本玲子先生、日本語Ⅱの中楯尚子先生の授業をそれぞれ聴講した。さらに出

丸香先生に個別的に日本語の発音及び教授法などについてお話を伺った。これらの先生方々に心か

ら感謝の意を表する次第である。

付表1：中国語の二重母音表

Chinese

Front CIosing 0penlng Back

CIose 1eyeue 1e ye ue

CIose eleひ uX、

mid

0pen 18y8
mid

0pen 1記y髭u記 Aia6 iAuA lquq

(SanyiXu2013.12)

付表2：中国語の子音表

PIosive Affiicate Fricative Nasal
Lateral

approxlmant

1ﾉoice/ess voice/ess voiceﾉess しbice" ibice" Ibiced

unasplrated Aspirated unasplrated Aspirated

Bilabial b[p] p[p'] 、 [m]

Labio-dental f[d

AIveolar d[t] t[t'] 、 [n] l[1]

Dental Z[ts] c[ts'] S[s]

AIveolo-palatal 』[tG] q[tG'] X [G] yO] 、[p]

RetroHex zh[tS] ch[tS'] sh[5] r[2]

Velar 9[k] k[k'] h[x]

(SanyiXu2013.12)
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